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１．はじめに 

 

 海上技術安全研究所は、実施する研究課題について、以下のように研究評価体制等を整備し評価

を実施しています。 

 

(1) 評価の体制 

 海上技術安全研究所で実施する研究は、研究の種類などに応じ、「内部評価」と「外部評価」

に諮られます。 

「内部評価」は、理事長を座長とし、所内職員で構成される研究計画委員会が実施します。 

 また、「外部評価」は、理事長が選任する外部有識者で構成される海上技術安全研究所研究計

画・評価委員会が実施します。 

(2) 評価の種類 

 評価は、大きく分けて、「研究評価」と「独立行政法人評価に資するための評価」があります。 

 「研究評価」は、国の研究開発評価に関する大綱的指針に準じ、研究所が実施する個々の研

究の内容を評価するものであり、研究の開始時(事前評価)及び終了時(終了評価)にそれぞれ実施

します。 

 また、「独立行政法人評価に資するための評価」は、独立行政法人評価に準じ研究所が実施す

る研究業務の実績を評価するものであり、各年度計画の終了時(年度評価)及び中期計画の終了時

(事業評価)にそれぞれ実施します。 

 

 海上技術安全研究所では、透明かつ厳正な「外部評価」を実施するため、評価要領を「海上技術

安全研究所研究計画・評価委員会実施要領」として策定し、これに従って評価を実施していただい

ております。 

本報告書は海上技術安全研究所研究計画・評価委員会の評価結果をとりまとめたものであり、評

価結果及び指摘事項は、今後の研究活動に反映していきます。 
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２．評価の概要 

 

(1) 評価の実施日 

 平成 26 年 6 月 13 日(金) 

 

(2) 評価の実施者 

 

海上技術安全研究所研究計画・評価委員会名簿 

会務 氏 名 所属・役職 

会長 藤久保 昌彦 
国立大学法人 大阪大学 

工学研究科 教授 

  (50 音順) 

委員 荒井 誠 
国立大学法人 横浜国立大学大学院工学研究院 

システムの創生部門 システムのデザイン分野 教授 

委員 大津 正樹 
社団法人 日本舶用工業会 大形機関部会長 

(三井造船株式会社 機械・システム事業本部 アドバイザー) 

委員 佐藤 徹 
国立大学法人 東京大学大学院 

新領域創成科学研究科 教授 

委員 高崎 講二 
国立大学法人 九州大学総合理工学研究院 

エネルギー環境共生工学部門 流動熱工学講座 教授 

委員 福田 典久 
社団法人 日本造船工業会 技術委員会委員長 

（三井造船株式会社 取締役 事業本部長） 

委員 矢吹 英雄 
国立大学法人 東京海洋大学  

名誉教授 

委員 吉田 清隆 
社団法人 日本船主協会 海上安全・環境委員会 副委員長 

(株式会社商船三井 常務執行役員) 

（大津委員、高崎委員は当日欠席、評価はなし。） 

(3) 評価の種類及び対象 

 今回の海上技術安全研究所研究計画・評価委員会の評価の種類及び対象は、以下の通りです。 

種類： ◆「独立行政法人評価に資するための評価」の「年度評価」 

  対象：平成 25 年度に実施した重点研究 

(注 1) 重点研究は中期計画に記載の重点的に取り組む研究開発課題です。 

(注 2)「海上輸送の安全の確保」、「海洋環境の保全」、「海洋の開発」及び「海上輸送の高度化」の 

研究課題の分野毎に評価を実施します。 

 

 (4) 評価の結果 

 評価の結果として評点は次の通りになりました。また、各評価の分野ごとの評価結果の詳細

は、第 3 章に掲載しています。 

 
◆「独立行政法人評価に資するための評価」の「年度評価」 

              H25 年度 

海上輸送の安全の確保 ： S 

海洋環境の保全  ： S 

海洋の開発  ： S 

海上輸送の高度化 ： A 

 

評価結果及び指摘事項は、今後の研究活動に反映していきます。 
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３．評価の結果 平成 25 年度 年度評価 

 

(1) 海上輸送の安全の確保 

(2) 海洋環境の保全 

(3) 海洋の開発 

(4) 海上輸送の高度化 
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平成 25 年度評価結果（海上輸送の安全の確保） 
 

評価者 海技研研究計画・評価委員 日付  平成 26 年 6 月 24 日 
評価対象期間 平成 25 年度 
研究分野 海上輸送の安全の確保 
 
年度計画記載の実施事項の達成度 
【評点】 □SS ■S □A □B □C 
評価ポイント ① 重点研究の実施事項は、年度計画に記載の重点的に取り組む研究開発課題(重点研究)の

実施事項を達成したか(社会ニーズ(政策課題)の変化により、関連する重点研究の課題設
定・成果目標を計画期間内に変更した場合は、当該変更を含む)。 

 
□ハイブリッド制御システム等の安全性評価技術の開発、リスクベース安全性評価手法の展

開、経年劣化診断技術の開発は、IMO 提案や各種基準提案につながる高い成果が得られ

ている。他項目も、計画が達成されていることより S 評価とする。 
□荷重・構造一貫解析プログラムの開発、船舶火災対応の避難シミュレーションの開発など、

実施事項を十分に達成している。 
□目標を達成している。 
□実施事項は達成されたと考えます 
□年度計画の重点課題については、達成したと評価する。 
特に、先進的な構造解析技術の高度化や、リスクベースの安全性評価については、海技研の

研究機関としての特性を活かしつつ、実用性の高い成果を挙げていると考える。 
 
 
② 達成目標以外の社会的効果（技術的波及効果・学術的波及効果を含む）を与えられたか。

 
□航路標識に関する腐食劣化診断モニタリング技術に関して診断方法と診断基準の両方を

開発・提示し、海上保安庁で正式採用される見込みまで至ったことは高く評価できる。 
□航路標識保全現場での実用に資する腐食劣化診断モニタリング技術の開発、船舶用リチ

ウムイオン電池の安全基準にかかる JIS 原案の作成は、技術的波及効果があると評価され

る。 
□避難シミュレーションは社会的インパクトが大きい。さらに船体動揺など動的な状況に対

応したものへ改良を目指してほしい。 
□腐食劣化診断マニュアルが海上保安庁に成績採用されるに至った点は高く評価できる。 
□複数のトラブル発生を想定してのＨＡＺＩＤをも可能と出来たことは、海難等の原因究

明・対策立案のスピードアップをもたらすものと評価できると考えます。 
□安全を軽視するわけではないが、一部の国際条約における安全規則は、一部の国や機関に

よる政治的・戦略的な動きにより過度に強化される傾向にある。このような動きには、定

量的・合理的理由をもって阻止する必要があるが、この分野での海技研の研究は、それら

に寄与しているものであり、評価する。 
 
③ その他 
（なし） 
 

特記事項 □避難シミュレーションプログラムは「実績のあるものを組み合わせた」との説明であった

が、定量的な計算精度の評価が必要と考える。 
 

 

事務局とりまとめ欄 
総合評価 

S 

SS ：0 
S ：6 
A ：0 
B ：0 
C ：0 
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平成 25 年度評価結果（海洋環境の保全） 
 

評価者 海技研研究計画・評価委員 日付  平成 26 年 6 月 24 日 
評価対象期間 平成 25 年度 
研究分野 海洋環境の保全 
 
年度計画記載の実施事項の達成度 
【評点】 □SS ■S □A □B □C 
評価ポイント ① 重点研究の実施事項は、年度計画に記載の重点的に取り組む研究開発課題(重点研究)の

実施事項を達成したか(社会ニーズ(政策課題)の変化により、関連する重点研究の課題設
定・成果目標を計画期間内に変更した場合は、当該変更を含む)。 

 
□省エネ・環境負荷低減技術およびこれに必要な実海域運航性能評価に関する有益な成果が

得られている。環境影響評価技術も当初予定を達成している。 
□実海域におけるプロペラの負荷変動に対する主機関の応答を考慮した自航試験技術及び

プロペラの性能評価のための CFD プログラムの開発など、実施事項を十分に達成してい

る。 
□目標を達成している。 
□実施事項は達成されたと考えます 
□年度計画の重点課題については、達成したと評価する。 
特に、グリーンイノベーション関連では、実海域の運航性能に焦点を当てた研究を体系的

に実施しており、評価できる。 
 
② 達成目標以外の社会的効果（技術的波及効果・学術的波及効果を含む）を与えられたか。

 
□負荷変動に対するエンジンの動的応答や補助推力の効果を実船相当で模擬できる水槽試

験技術が構築されたことは、技術的・学術的波及効果が非常に大きいと考えられる。 
□WAG 形状の最適化に資する設計プログラムの開発と造船における WAD の採用は、技術

的波及効果と評価される。 
□エンジンの動的挙動数学モデルを開発しており、今後さまざまな利用が考えられる。 
□WAG が 17 隻に実装されている。 
□負荷変動によるロスに対応する機関制御技術を含め実海域での船舶性能向上を目指した

開発に大きく寄与する効果を得られたと考えます。 
□実海域の運航特性の評価手法を開発・高度化するにあたり、波浪中のプロペラ水力の変

動や主機の特性の考慮等、考え得る要素を網羅した取組みを評価する。 
また、波浪中でのプロペラ推力を解析できる CFD プログラムの開発は秀逸を評価する。 
 
③ その他 
 
□「マリンハイブリッドシステム…」の目標設定は曖昧でなかったか？ 
 
 

特記事項 （なし） 
 
 

 

事務局とりまとめ欄 
総合評価 

S 

SS ：0 
S ：6 
A ：0 
B ：0 
C ：0 
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平成 25 年度評価結果（海洋の開発） 
 

評価者 海技研研究計画・評価委員 日付  平成 26 年 6 月 24 日 
評価対象期間 平成 25 年度 
研究分野 海洋の開発 
 
年度計画記載の実施事項の達成度 
【評点】 □SS ■S □A □B □C 
評価ポイント ① 重点研究の実施事項は、年度計画に記載の重点的に取り組む研究開発課題(重点研究)の

実施事項を達成したか(社会ニーズ(政策課題)の変化により、関連する重点研究の課題設
定・成果目標を計画期間内に変更した場合は、当該変更を含む)。 
 

□浮体式洋上風力発電システムについては、応答モニタリングと漂流推定についてシステム

開発が行われ、所定の成果が得られている。実証実験を通じた検証・改善を期待したい。

H25 年度は、洋上ガス・鉱物資源開発について顕著な成果が得られている。 
□FLNG, ロジスティックハブ、熱水鉱床のそれぞれに高いレベルの技術貢献がなされたと

評価する。 
□生産ガス出荷オペレーションシミュレータの開発及びタレット係留システムの設計、採取

した熱水鉱床鉱石の移送にかかる基本モデルの作成など、実施事項を十分に達成してい

る。 
□目標を達成している。 
□実施事項は達成されたと考えます。 
□年度計画の重点課題については、達成したと評価する。 

2 船体や深海域を対象とした係留関連のシミュレーション技術の開発は評価するものの、

成果目標を超えて高い達成度とは見えにくい。 
 

② 達成目標以外の社会的効果（技術的波及効果・学術的波及効果を含む）を与えられたか。

 
□FLNG 出荷オペレーションに関して、シミュレータ開発にとどまらず、オペレーションガ

イドライン・マニュアルまで成果を反映できた点など、当初予定を上回る成果が認められ

る。 
□生産ガス出荷オペレーションシミュレータの開発、濁水中における正確な距離の測定法の

開発は、技術的波及効果があると評価される。 
□掘削地点周りでの濁水中測距技術の開発は、現実の作業効率化にもたらす波及効果大と考

えます。 
□海洋案件ということもあり、実海域での試験や計測が実施されているが、発生事象を分析

し、数学モデルにあてはめ、解析・評価手法にまで作り上げている点は、海技研ならでは

の内容であり、評価できる。 
 

③ その他 
 

□「海底鉱物資源…」の目標は採掘ユニット実証機の仕様作成とあるが、概念設計したのは

破砕ユニットだけであろうか？ 
 

特記事項 （なし） 
 

 

事務局とりまとめ欄 
総合評価 

S 

SS ：0 
S ：4 
A ：2 
B ：0 
C ：0 
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平成 25 年度評価結果（海上輸送の高度化） 
 

評価者 海技研研究計画・評価委員 日付  平成 26 年 6 月 24 日 
評価対象期間 平成 25 年度 
研究分野 海上輸送の高度化 
 
年度計画記載の実施事項の達成度 
【評点】 □SS □S ■A □B □C 
評価ポイント ① 重点研究の実施事項は、年度計画に記載の重点的に取り組む研究開発課題(重点研究)の

実施事項を達成したか(社会ニーズ(政策課題)の変化により、関連する重点研究の課題設
定・成果目標を計画期間内に変更した場合は、当該変更を含む)。 
 

□各課題は当初予定に沿って達成された。 
□省エネマニュアルの作成、非可展リアルプレス線の出力プログラムの開発など、実施事項

を達成している 
□目標を確実に達成している。 
□実施事項は達成されたと考えます 
□年度計画の重点課題については、達成したと評価する。 
本課題は、海技研としては取り扱いにくい分野であるが、特に、技術的なサポートの必要

な内航船の分野で、海技研の支援により成果をあげており、評価できる。 
 
 

② 達成目標以外の社会的効果（技術的波及効果・学術的波及効果を含む）を与えられたか。

 
□小型高速船の省エネ運航マニュアル（運航編）に追加して、建造編、基本編も作成された

ことは付加的成果として評価できる。 
□小型高速旅客船の省エネに資する設計マニュアル、運航マニュアルを作成できており、似

たような運航形態をもつ内航船への応用が期待される。 
□船殻曲面加工の作業効率化については実証のみならず実作業現場への展開が図られてい

る点、波及効果は大きいと考えます。 
 
 
③ その他 
（なし） 

 
 

特記事項 （なし） 
 

 

事務局とりまとめ欄 
総合評価 

A 

SS ：0 
S ：0 
A ：6 
B ：0 
C ：0 
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参考添付：評価資料（抜粋） 
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